
受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、ＭＵＡＭグローバル ・ ケイマン ・ トラスト
（以下「ファンド」といいます。）のサブ・ファンドである
USバンクローンファンド米ドル建およびUSバンク
ローンファンド豪ドル建 豪ドルヘッジ（以下、個別に
または総称して「サブ ・ ファンド」といいます。）は、
このたび、第4期の決算を行いました。
　サブ ・ ファンドの投資目的は、ピムコ ・ バミューダ ・
トラストⅡのシリーズ ・ トラストであるピムコ ・ バ
ミューダ・バンクローン・ファンドＡ－クラスＦ（ＵＳＤ）
およびピムコ ・ バミューダ ・ バンクローン ・ ファンドＢ
－クラスＦ（ＡＵＤ）（以下「フィーダー ・ ファンド」と
総称します。）への投資を通じて、米ドル建てのバンク
ローン（貸付債券）、公社債等を実質的な主要投資
対象とし、利子収益の確保および値上がり益の獲得
を目指すことです。フィーダー ・ ファンドは、通常、
ピムコ ・ バミューダ ・ トラストⅡの独立したシリーズ ・
トラストであるピムコ・バミューダ・バンクローン・ファ
ンド（Ｍ）（以下「マスター ・ ファンド」といいます。）に
その資産の全てを実質的に投資することにより投資
目的の達成を目指します。当期につきましてもそれに
沿った運用を行いました。ここに、運用状況をご報告
申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

その他記載事項
運用報告書（全体版）は代行協会員のウェブサイト
（http://www.sc.mufg.jp/）の投資信託情報ページにて
電磁的方法により提供しております。

サブ・ファンドの運用報告書（全体版）は受益者のご請求
により交付されます。交付をご請求される方は、販売会社
までお問い合わせください。

交付運用報告書
作成対象期間  第4期

（2016年11月1日〜2017年10月31日）

代行協会員

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社

管理会社

ＭＵＡＭグローバル・ケイマン・トラスト－

USバンクローンファンド
米ドル建
毎月分配クラス／資産形成クラス

USバンクローンファンド
豪ドル建 豪ドルヘッジ
毎月分配クラス／資産形成クラス
ケイマン諸島籍契約型外国投資信託／追加型

（愛称 ： スマートウェイ）

ルクセンブルク三菱UFJ
インベスターサービス銀行S.A.

第4期末

クラス名
1口当たり

純資産価格
純資産総額

米ドル建 毎月分配クラス （米ドル） 0.009389 87,161,624.98

米ドル建 資産形成クラス （米ドル） 0.010706 83,210,517.53

豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラス （豪ドル） 0.008890 17,550,877.75

豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラス （豪ドル） 0.010974 20,687,501.46

第4期

クラス名
騰落率
（％）

1口当たり
分配金合計額

米ドル建 毎月分配クラス （米ドル） 2.85 0.00036

米ドル建 資産形成クラス （米ドル） 2.84 該当事項なし

豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラス （豪ドル） 2.71 0.00048

豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラス （豪ドル） 2.71 該当事項なし

（注1） 騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみな
して計算しています。以下同じです。

（注2） 1口当たり分配金合計額は、税引前の1口当たり分配金の合計
額を記載しています。以下同じです。

（注3） 会計期末の純資産総額については、費用・現金等に係る一定
の調整がなされた財務書類上の数値を記載しているため、
各月末の営業日の数値と異なる場合があります。以下同じです。
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《運用経過》
【当期の1万口当たり純資産価格等の推移について】
＊ 課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にサブ ・ ファンドへ再投資したとみなして算出した

もので、サブ ・ ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。以下同じです。
＊ 課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格は、1万口当たり当初発行価格（米ドル建 毎月分配クラスおよび米ドル建 資産形成

クラスは100米ドル、豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラスおよび豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラスは100豪ドル）を起点として
計算しています。米ドル建　資産形成クラスおよび豪ドル建　豪ドルヘッジ　資産形成クラスは当期において分配を行っていないため、
分配金再投資換算1万口当たり純資産価格の値は、1万口当たり純資産価格の値と同じです。

＊ サブ ・ ファンドにベンチマークは設定されていません。

米ドル建 毎月分配クラス0
（百万米ドル）（米ドル）

純資産総額（右軸） 1万口当たり純資産価格（左軸）
課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格（左軸）
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豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラス0
（百万豪ドル）（豪ドル）
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第3期末の
1口当たりの
純資産価格

第4期末の
1口当たりの
純資産価格

第4期中の
1口当たり

分配金合計額

騰落率
(％)

米ドル建 毎月分配クラス （米ドル） 0.009483 0.009389 0.00036 2.85

米ドル建 資産形成クラス （米ドル） 0.010410 0.010706 該当事項なし 2.84

豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラス （豪ドル） 0.009128 0.008890 0.00048 2.71

豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラス （豪ドル） 0.010684 0.010974 該当事項なし 2.71

■1口当たり純資産価格の主な変動要因

＜USバンクローンファンド 米ドル建＞

　米ドル建てバンクローンの利子収入を享受したことや米ドル建てバンクローン価格が上昇したこと等がプラスとなり、1口
当たり純資産価格は上昇しました。

＜USバンクローンファンド 豪ドル建 豪ドルヘッジ＞

　　米ドル建てバンクローンの利子収入や為替取引によるプレミアムを享受したこと、米ドル建てバンクローン価格が上昇
したこと等がプラスとなり、1口当たり純資産価格は上昇しました。
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【費用の明細】

項　　目 項目の概要

管理報酬
（副管理報酬を
含みます。）

各サブ ・ ファンドの純資産総額の年率0.04%
管理報酬は、信託証書に定める管理会
社としての業務の対価として、管理会社
に支払われます。

受託報酬
各サブ ・ ファンドの純資産総額の年率0.01%
（ただし、最低報酬額は、年間10,000米ドルとします。）

受託報酬は、信託証書に定める受託会
社としての受託業務の対価として、受託
会社に支払われます。

管理事務代行報酬兼
名義書換事務代行報酬

各サブ ・ ファンドの純資産総額に対して以下の年率
の報酬（ただし、最低報酬額は、月間3,750米ドルと
します。）。

USバンクローンファンド 米ドル建／
豪ドル建 豪ドルヘッジの純資産総額 料率

5億米ドル／豪ドルまでの部分 年率0.05%

5億米ドル／豪ドルを超え
   10億米ドル／豪ドルまでの部分

年率0.04%

10億米ドル／豪ドルを超える部分 年率0.03%

管理事務代行報酬および名義書換代
行報酬は、信託証書に定める管理事務
代行会社兼名義書換代行会社としての
業務の対価として、管理事務代行会社
に支払われます。

投資運用報酬
各サブ ・ ファンドの純資産総額の年率1.02%
（このうちの年率0.67%以内が副投資運用報酬として
副投資運用会社に支払われます。）

投資運用報酬は、関連するサブ・ファン
ドのポートフォリオの投資運用、資産の
投資および再投資の管理業務等の対価
として、投資運用会社に支払われます。
副投資運用報酬は、投資運用会社に
提供する投資運用業務の対価として、
副投資運用会社に支払われます。

販売報酬 各サブ ・ ファンドの純資産総額の年率0.60%

販売報酬は、投資者からの申込または
買戻請求を管理会社に取り次ぐ等の
業務の対価として販売会社に支払われ
ます。

代行協会員報酬 各サブ ・ ファンドの純資産総額の年率0.05％

代行協会員報酬は、ファンド証券の
純資産価格の公表を行い、また、目論
見書および運用報告書等を販売会社
へ送付する等の業務の対価として、
代行協会員に支払われます。

その他の費用（当期）

USバンクローンファンド 
米ドル建

0.10％
印刷費用、専門家報酬、設立費用、保管
報酬、登録費用およびその他の費用USバンクローンファンド 

豪ドル建 豪ドルヘッジ
0.29％

（注） 各報酬については、目論見書に定められている料率および金額を記しています。「その他の費用（当期）」には、運用状況等により
変動するものや実費となるものが含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額をサブ・ ファンドの当期末の純資産総額で除して
100を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。
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【最近５年間の1万口当たり純資産価格等の推移について】

（注1） 米ドル建 毎月分配クラスおよび米ドル建 資産形成クラスは2014年2月14日に1口当たり当初発行価格0.01米ドルで設定されました。
豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラスおよび豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラスは2014年2月14日に1口当たり当初発行価格
0.01豪ドルで設定されました。

（注2） 課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格は、1万口当たり当初発行価格（米ドル建 毎月分配クラスおよび米ドル建 資産
形成クラスは100米ドル、豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラスおよび豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラスは100豪ドル）を起点
として計算しています。米ドル建　資産形成クラスおよび豪ドル建　豪ドルヘッジ　資産形成クラスは設定来、分配を行っていないため、
分配金再投資換算1万口当たり純資産価格の値は、1万口当たり純資産価格の値と同じです。

（注3） ファンドにベンチマークおよび参考指数は設定されていません。

160

85

90

95

100

105

110

115
（米ドル） （百万米ドル）

純資産総額（右軸） 1万口当たり純資産価格（左軸） 課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格（左軸）

0

50

100

150

200

250

300

2017/102016/102015/102014/102013/102012/10

160

85

90

95

100

105

110

115
（米ドル） （百万米ドル）

純資産総額（右軸） 1万口当たり純資産価格（左軸） 課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格（左軸）

0

50

100

150

200

250

300

2017/102016/102015/102014/102013/102012/10

設定日
（2014年2月14日）

第1期末
（2014年10月31日）

第2期末
（2015年10月31日）

第3期末
（2016年10月31日）

第4期末
（2017年10月31日）

1口当たり純資産価格 （米ドル） 0.01 0.009880 0.009555 0.009483 0.009389

1口当たり分配金合計額 （米ドル） − 0.00018 0.00036 0.00036 0.00036

騰落率 （％） − 0.60 0.34 3.12 2.85

純資産総額 （米ドル） − 143,130,882.84 121,209,176.30 94,315,594.59 87,161,624.98

設定日
（2014年2月14日）

第1期末
（2014年10月31日）

第2期末
（2015年10月31日）

第3期末
（2016年10月31日）

第4期末
（2017年10月31日）

1口当たり純資産価格 （米ドル） 0.01 0.010061 0.010094 0.010410 0.010706

1口当たり分配金合計額 （米ドル） − 該当事項なし 該当事項なし 該当事項なし 該当事項なし

騰落率 （％） − 0.61 0.33 3.13 2.84

純資産総額 （米ドル） − 123,481,750.86 108,920,328.26 89,624,160.18 83,210,517.53

米ドル建 毎月分配クラス

米ドル建 資産形成クラス
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純資産総額（右軸） 1万口当たり純資産価格（左軸） 課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格（左軸）
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豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラス

豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラス

設定日
（2014年2月14日）

第1期末
（2014年10月31日）

第2期末
（2015年10月31日）

第3期末
（2016年10月31日）

第4期末
（2017年10月31日）

1口当たり純資産価格 （米ドル） 0.01 0.009860 0.009428 0.009128 0.008890

1口当たり分配金合計額 （米ドル） − 0.00030 0.00060 0.00060 0.00048

騰落率 （％） − 1.62 1.72 3.36 2.71

純資産総額 （米ドル） − 15,488,543.36 19,414,313.49 17,906,505.84 17,550,877.75

設定日
（2014年2月14日）

第1期末
（2014年10月31日）

第2期末
（2015年10月31日）

第3期末
（2016年10月31日）

第4期末
（2017年10月31日）

1口当たり純資産価格 （米ドル） 0.01 0.010162 0.010337 0.010684 0.010974

1口当たり分配金合計額 （米ドル） − 該当事項なし 該当事項なし 該当事項なし 該当事項なし

騰落率 （％） − 1.62 1.72 3.36 2.71

純資産総額 （米ドル） − 18,292,889.77 22,120,024.80 19,373,325.89 20,687,501.46
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【投資環境について】

　北朝鮮情勢等を巡る地政学的リスクの高まり等を受け、投資家のリスク回避姿勢が強まる局面が見られまし

たが、米連邦準備制度理事会（FRB）が利上げしたことに加え、米国の主要な経済指標が概ね堅調な内容と

なったことやトランプ政権の経済政策が米国の経済成長を押し上げることへの期待が高まったこと等を背景に、

米国経済に対する前向きな見方が広がりました。こうした環境下、米国バンクローン市況は上昇しました。

【ポートフォリオについて】

＜USバンクローンファンド 米ドル建＞

・  サブ・ファンドは、外国投資信託であるピムコ　バミューダ　バンクローン　ファンド　Ａ　‐　クラスＦ（USD）への

投資を通じて、主として米ドル建てのバンクローン、債券およびそれらの派生商品に投資を行いました。

＜USバンクローンファンド 豪ドル建 豪ドルヘッジ＞

・  サブ・ファンドは、外国投資信託であるピムコ　バミューダ　バンクローン　ファンド　B　‐　クラスＦ（AUD）への

投資を通じて、主として米ドル建てのバンクローン、債券およびそれらの派生商品に投資を行いました。

＜各フィーダー ・ ファンド＞

・  フィーダー ・ ファンドは、ピムコ　バミューダ　バンクローン　ファンド（Ｍ）への投資を通じて、主として米ドル

建てのバンクローン、債券およびそれらの派生商品に投資を行いました。

・  フィーダー ・ ファンドでは、長期的なファンダメンタルズに着目した慎重な銘柄選択および損失の軽減が

最も重要であると考えており、強固な資本構成を有し、高い参入障壁や堅実な成長性によって事業基盤が

安定している比較的信用力の高い銘柄を中心に投資を行いました。

・  米国における高齢化の進展を受けて中長期的な市場成長が期待できるヘルスケアセクターへ重点的に

投資を行いました。一方、企業間の競争が激化していると考える小売セクター等については投資比率を

抑えました。

・  なお、ピムコ　バミューダ　バンクローン　ファンド　B　‐ 　クラスＦ（AUD）は、保有外貨建て資産に対し、米ドル

売り、豪ドル買いの為替ヘッジを行いました。
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【分配金について】

　当期（2016年11月1日〜2017年10月31日）の1万口当たり分配金（税引前）はそれぞれ下表のとおりです。
なお、下表の「分配金を含む1万口当たり純資産価格の変動額」は、当該分配落日における1万口当たり
分配金額と比較する目的で、便宜上算出しているものです。

米ドル建 毎月分配クラス （金額 ： 米ドル）

分配落日 1万口当たり純資産価格（注１） 1万口当たり分配金額
（対1万口当たり純資産価格比率（注2））

分配金を含む1万口当たり
純資産価格の変動額（注3）

2016年11月14日 94.25
0.30 

（0.32％）
−0.20

2016年12月12日 94.89
0.30 

（0.32％）
0.94

2017年 1 月11日 94.97
0.30 

（0.31％）
0.38

2017年 2 月13日 94.73
0.30 

（0.32％）
0.06

2017年 3 月13日 94.83
0.30 

（0.32％）
0.40

2017年 4 月11日 94.60
0.30 

（0.32％）
0.07

2017年 5 月11日 94.59
0.30 

（0.32％）
0.29

2017年 6 月12日 94.35
0.30 

（0.32％）
0.06

2017年 7 月11日 94.02
0.30 

（0.32％）
−0.03

2017年 8 月14日 93.99
0.30 

（0.32％）
0.27

2017年 9 月11日 93.66
0.30 

（0.32％）
−0.03

2017年10月11日 93.66
0.30 

（0.32％）
0.30

（注1） 当該分配落日が評価日でない場合には、当該分配落日の直後の評価日における1万口当たり純資産価格とします。下記（注2）
から（注4）を含め、以下本「分配金について」において同様とします。

（注2） 「対1万口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、サブ・ファンドの収益率とは異なる点にご留意ください。 
対1万口当たり純資産価格比率（%）＝100×a／b 
a＝当該分配落日における1万口当たり分配金額 
b＝当該分配落日における1万口当たり純資産価格＋当該分配落日における1万口当たり分配金額 
以下同じです。

（注3） 「分配金を含む1万口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出されます。 
分配金を含む1万口当たり純資産価格の変動額＝b−c 
b＝当該分配落日における1万口当たり純資産価格＋当該分配落日における1万口当たり分配金額 
c＝当該分配落日の直前の分配落日における1万口当たり純資産価格 
以下同じです。

（注4） 2016年11月14日の直前の分配落日（2016年10月11日）における1万口当たり純資産価格は、94.75米ドルでした。

米ドル建 資産形成クラス
　該当事項なし。



8

豪ドル建 豪ドルヘッジ 毎月分配クラス （金額 ： 豪ドル）

分配落日 1万口当たり純資産価格
1万口当たり分配金額

（対1万口当たり純資産価格比率）
分配金を含む1万口当たり

純資産価格の変動額

2016年11月14日 90.70
0.40  

（0.44％）
−0.07

2016年12月12日 91.08
0.40  

（0.44％）
0.78

2017年 1 月11日 91.14
0.40  

（0.44％）
0.46

2017年 2 月13日 90.76
0.40  

（0.44％）
0.02

2017年 3 月13日 90.73
0.40  

（0.44％）
0.37

2017年 4 月11日 90.38
0.40  

（0.44％）
0.05

2017年 5 月11日 90.24
0.40  

（0.44％）
0.26

2017年 6 月12日 89.99
0.40  

（0.44％）
0.15

2017年 7 月11日 89.54
0.40  

（0.44％）
−0.05

2017年 8 月14日 89.28
0.40  

（0.45％）
0.14

2017年 9 月11日 88.95
0.40  

（0.45％）
0.07

2017年10月11日 88.72
0.40  

（0.45％）
0.17

（注） 2016年11月14日の直前の分配落日（2016年10月11日）における1万口当たり純資産価格は、91.17豪ドルでした。

豪ドル建 豪ドルヘッジ 資産形成クラス
　該当事項なし。
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《今後の運用方針》
＜各サブ ・ ファンド＞

◎今後の運用方針

  運用の基本方針にしたがって、引き続き外国投資信託への投資を通じて、主として米ドル建てのバンク

ローン、債券およびそれらの派生商品に投資を行います。

＜各フィーダー ・ ファンド＞

◎運用環境の見通し
● 米国では、賃金と住宅価格の上昇が続く環境下、米国経済の約7割を占める個人消費が牽引役となり、

自律的な経済成長が進むことが想定されます。また、米税制改革法が成立したことは米国バンクローンを

展望する上でサポート材料になると考えられます。一方、保護主義的な通商政策の拡大や、好況時に

積極的な財政支出により景気が過熱し、インフレ率と利上げペースが加速することで足下の市場変動性が

高まる可能性には注意を要します。
● バンクローンやハイイールド債券の発行体（貸付先）である米国企業の財務状況はエネルギー等の資源

関連セクターを除いて概ね健全な状態にあります。多くのバンクローンには担保が設定されデフォルト時の

弁済順位が高いことから、デフォルト時にはハイイールド債券と比較して回収率が相対的に高くなることが

期待されます。また、変動利付きであるバンクローンは固定利付きの社債と比較して金利変動による影響を

受け難いという特性があります。そのため、金利リスクを抑えつつ相対的に高いインカムを獲得したいと

考える投資家からの需要が見込まれます。

◎今後の運用方針
●  ピムコ　バミューダ　バンクローン　ファンド（Ｍ）への投資を通じて、主として米ドル建てのバンクローン、

債券およびそれらの派生商品に投資を行います。
●  運用戦略に関しては、長期的なファンダメンタルズに着目した慎重な銘柄選択および損失の軽減が最も

重要であると考えており、引き続き、強固な資本構成を有し、高い参入障壁や堅実な成長性によって事業

基盤が安定している比較的信用力の高い銘柄を中心に投資を行います。
●  なお、ピムコ　バミューダ　バンクローン　ファンド　B　 ‐ 　クラスＦ（AUD）は、保有外貨建て資産に対し、

原則として、米ドル売り、豪ドル買いの為替ヘッジを行います。

《お知らせ》
　管理会社と受託会社との間の2018年3月28日付の決議により、サブ・ ファンドの信託期間が2023年10月31日

までに延長されました。
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《ファンドの概要》
ファンド形態 ケイマン諸島籍契約型外国投資信託

信託期間 サブ･ファンドは、管理会社が受託会社と協議の上、存続期間の延長を決定しない限り、2023年10月31日
に終了します。ただし、請求目論見書に定めるいずれかの方法により当該日までに終了する場合を
除きます。償還金の支払いについては、償還日以降、相応の日数がかかることがあります。

運用方針 米ドル建てのバンクローン（貸付債権）、公社債等を実質的な主要投資対象とし、利子収益の確保およ
び値上がり益の獲得をめざします。

主要投資対象 サブ ・ ファンド ピムコ バミューダ バンクローン ファンド A – クラスF（USD）
ピムコ バミューダ バンクローン ファンド B – クラスF（AUD）

フィーダー ・ ファンド ピムコ バミューダ バンクローン ファンド（M）

マスター ・ ファンド 米ドル建てのバンクローン、債券およびそれらの派生商品等

ファンドの運用
方法

ファンド ・ オブ ・ ファンズ方式により運用を行います。
主として外国投資信託への投資を通じて、米ドル建てのバンクローン、公社債等に実質的な投資を
行います。
投資する米ドル建てのバンクローン、公社債等は、原則として取得時においてCCC－格相当以上の
格付けを取得しているものに限ります。
フィーダー ・ ファンドはマスター ・ ファンドへの投資を通じて、主として米ドル建てのバンクローン、債券
およびそれらの派生商品等に実質的な投資を行い、信託財産の成長をめざします。
USバンクローンファンド 米ドル建は実質的な為替変動リスクがないため、為替ヘッジを行いません。
USバンクローンファンド 豪ドル建 豪ドルヘッジは、米ドル売り ・ 豪ドル買いの為替ヘッジを行い、為替
変動リスクの低減を図ります。

主な投資制限 各サブ ・ ファンドに適用される投資制限は以下のとおりです。

（イ） サブ ・ ファンドについて空売りされる有価証券の時価総額は、サブ ・ ファンドの純資産総額を
超えないものとします。

（ロ） サブ ・ ファンドの純資産総額の10%を超えて、借入れを行うものではありません。ただし、合併等の
特別緊急事態により一時的に、かかる10%を超える場合はこの限りではありません。

（ハ） 管理会社の運用する証券投資信託およびミューチュアル ・ ファンドの全体において、一発行
会社の議決権総数の50%を超えて投資を行ってはなりません。かかる制限は、他の投資信託に
対する投資には適用されません。   
（注）上記の比率の計算は、買付時点基準または時価基準のいずれかによることができます。

（ニ） サブ ・ ファンドは、私募株式、非上場株式または不動産等、流動性に欠ける資産に対しその
純資産の15%を超えて投資を行いません。ただし、日本証券業協会が定める外国投資信託受益
証券の選別基準（随時改訂または修正されることがあります。）（外国証券の取引に関する規則
第16条）に要求されるとおり、価格の透明性を確保する方法が取られている場合はこの限りでは
ありません。   
（注）上記の比率の計算は、買付時点基準または時価基準のいずれかによることができます。

（ホ） 投資対象の購入、投資および追加の結果、サブ ・ ファンドの資産額の50%を超えて、日本の金融
商品取引法第2条第1項に規定される「有価証券」の定義に該当しない資産を構成する場合、
かかる投資対象の購入、投資および追加を行いません。
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（ヘ） 管理会社が自己または第三者の利益を図る目的で行う取引等、受益者の保護に欠け、または
サブ・ファンドの資産の適正な運用を害するサブ・ファンドのための管理会社の取引は、すべて
禁止されます。

（ ト ） サブ ・ ファンドは、日本証券業協会により、1973年12月４日に採択された「外国証券の取引に
関する規則」（改訂済）第16条第９号に従い、信用リスクを管理する方法として管理会社が定めた
合理的な方法に反する取引を行わないものとします。

サブ・ファンドの投資対象の価値の変化、再構成、合併、サブ・ファンドの資産からの支払またはサブ・
ファンドの受益証券の買戻しの結果としてサブ・ファンドに適用される制限を超えた場合、管理会社は、
直ちにサブ ・ ファンドの投資対象を売却する必要はありません。しかし、管理会社は、サブ ・ ファンドの
受益者の利益を考慮した上で、違反が判明してから合理的な期間内にサブ ・ ファンドに適用ある制限
を遵守するために合理的に可能な措置を講じるものとします。

分配方針 管理会社は、その裁量により、毎月分配クラスについては毎月11日（当該日が営業日でない場合は
翌営業日）に、資産形成クラスについては毎年4月11日（当該日が営業日でない場合は翌営業日）に、
純投資収入、純実現・未実現キャピタルゲインおよび分配可能資本から分配を宣言することができます。
管理会社は、当面の間、資産形成クラスについて分配を行う予定はありません。
分配は、分配宣言（同日を含みます。）から5営業日以内に受益者（日本においては、日本における
販売会社）に対して行われます。
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《参考情報》
【サブ・ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較】
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サブ・ファンドと代表的な資産クラスとの
年間騰落率の比較

2013年3月〜2018年2月の5年間におけるサブ・ファンドの課税前
分配金再投資換算1万口当たり純資産価格（各月末時点）と、年間
騰落率（各月末時点）の推移を示したものです（なお、サブ・ファン
ドは2014年2月14日に運用を開始しました。）。

このグラフは、サブ・ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較
できるように作成したもので、左のグラフと同じ期間における年間騰
落率（各月末時点）の平均と振れ幅を、サブ・ファンドと代表的な資
産クラスとの間で比較したものです。
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出所 ：  Bloomberg L.P.および指数提供会社のデータを基に森 ・
濱田松本法律事務所が作成
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※  課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にサブ・ファンドへ再投資したとみなして算出した
ものです。ただし、各資産形成クラスについては分配金の支払実績はないため、課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格は
各受益証券の1万口当たり純資産価格と等しくなります。

※  サブ・ファンドの年間騰落率（各月末時点）は、各月末とその1年前における課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格を対比
して、その騰落率を算出したものです。設定から1年未満の時点では算出されません。

※  代表的な資産クラスの年間騰落率（各月末時点）は、各月末とその1年前における下記の指数の値を対比して、その騰落率を算出した
ものです。

※  サブ・ファンドと代表的な資産クラスとの年間騰落率の比較は、上記の5年間の各月末時点における年間騰落率を用いて、それらの
平均・最大・最小をグラフにして比較したものです。

※  サブ・ファンドの課税前分配金再投資換算1万口当たり純資産価格および年間騰落率は、実際の１万口当たり純資産価格およびそれに
基づいて計算した年間騰落率とは異なる場合があります。

※  サブ・ファンドの年間騰落率は、各受益証券の参照通貨建てで計算されており、円貨に換算されておりません。したがって、円貨に換算
した場合、上記とは異なる騰落率となります。

※  サブ・ファンドは代表的な資産クラスの全てに投資するものではありません。

● 各資産クラスの指数
日 本 株 ・ ・ ・ TOPIX（配当込み）
先進国株 ・ ・ ・ ラッセル先進国（除く日本）大型株インデックス
新興国株 ・ ・ ・ S&P新興国総合指数
日本国債 ・ ・ ・ BBGバークレイズE1年超日本国債指数
先進国債 ・ ・ ・ FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債 ・ ・ ・ FTSE新興国市場国債インデックス（円ベース）
（注）ラッセル先進国（除く日本）大型株インデックスおよびS&P新興国総合指数は、Bloomberg L.P.で円換算しています。

TOPIX（東証株価指数）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など
同指数に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、サブ・ファンドは、㈱東京証券取引所により提供、保証または
販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、サブ・ファンドの発行または売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。
ラッセル・インデックスに関連する登録商標、トレードマーク、サービスマークおよび著作権等の知的財産権、指数値の算出、利用その他
一切の権利は、ラッセル・インベストメントに帰属します。インデックスは資産運用管理の対象とはなりません。またインデックス自体は直接
的に投資の対象となるものではありません。
FTSE世界国債インデックスおよびFTSE新興国市場国債インデックスはFTSE Fixed Income LLCにより算出および公表されている債券
インデックスです。
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《サブ・ファンドデータ》
【サブ・ファンドの組入資産の内容】� （第4期末現在）

米ドル建�毎月分配クラス／米ドル建�資産形成クラス
●組入上位資産
（組入銘柄数 ： 1銘柄）

銘柄 組入比率（％）

ピムコ バミューダ バンクローン ファンドＡのクラスＦ（ＵＳＤ） 99.5

（注）組入比率は純資産総額に対する各組入資産の評価額の割合です。以下円グラフも同様です。

投資信託
99.5％

その他
0.5％

その他
0.5％

その他
0.5％

米ドル
99.5％

0

バミューダ
99.5％

（注1）上記円グラフには、四捨五入した比率を記載しているため、全資産の比率の合計が100.00%にならない場合があります。
（注2）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。

●資産別配分 ●国別配分 ●通貨別配分

【純資産等】

項    目 第4期末

純 資 産 総 額
毎月分配クラス 87,161,624.98米ドル

資産形成クラス 83,210,517.53米ドル

発 行 済 口 数
毎月分配クラス 9,283,646,458口

資産形成クラス 7,772,062,429口

1 口 当 た り

純 資 産 価 格

毎月分配クラス 0.009389米ドル

資産形成クラス 0.010706米ドル

第4期

販売口数 買戻口数 発行済口数

毎月分配クラス
1,972,895,771 

（1,972,895,771）

2,635,002,735 

（2,635,002,735）

9,283,646,458 

（9,283,646,458）

資産形成クラス
1,923,063,829 

（1,923,063,829）

2,760,609,526 

（2,760,609,526）

7,772,062,429 

（7,772,062,429）

（注）（　）の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。

【サブ・ファンドの投資するフィーダー・ファンドの概要】

●組入上位資産

銘柄 組入比率（％）

ピムコ バミューダ バンクローン ファンド（Ｍ） 96.25
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【サブ・ファンドの組入資産の内容】� （第4期末現在）

豪ドル建�豪ドルヘッジ�毎月分配クラス／豪ドル建�豪ドルヘッジ�資産形成クラス
●組入上位資産
（組入銘柄数 ： 1銘柄）

銘柄 組入比率（％）

ピムコ バミューダ バンクローン ファンドＢのクラスＦ（ＡＵＤ） 99.6

（注）組入比率は純資産総額に対する各組入資産の評価額の割合です。以下円グラフも同様です。

0

投資信託
99.6％

その他
0.4％

その他
0.4％

その他
0.4％

豪ドル
99.6％

バミューダ
99.6％

（注1）上記円グラフには、四捨五入した比率を記載しているため、全資産の比率の合計が100.00%にならない場合があります。
（注2）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。

●資産別配分 ●国別配分 ●通貨別配分

【純資産等】

【サブ・ファンドの投資するフィーダー・ファンドの概要】

●組入上位資産

銘柄 組入比率（％）

ピムコ バミューダ バンクローン ファンド（Ｍ） 84.57

項    目 第4期末

純 資 産 総 額
毎月分配クラス 17,550,877.75豪ドル

資産形成クラス 20,687,501.46豪ドル

発 行 済 口 数
毎月分配クラス 1,974,138,659口

資産形成クラス 1,885,126,867口

1 口 当 た り

純 資 産 価 格

毎月分配クラス 0.008890豪ドル

資産形成クラス 0.010974豪ドル

第4期

販売口数 買戻口数 発行済口数

毎月分配クラス
535,311,139 

（535,311,139）

522,828,072 

（522,828,072）

1,974,138,659 

（1,974,138,659）

資産形成クラス
547,536,518 

（547,536,518）

475,637,081 

（475,637,081）

1,885,126,867 

（1,885,126,867）

（注）（　）の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。
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（注1）比率はマスター ・ ファンドの純資産総額に対する割合です。構成比率が5％未満の項目は「その他」に分類しています。
（注2）上記円グラフには、四捨五入した比率を記載しているため、全資産の比率の合計が100.00%にならない場合があります。

以下は、ピムコ バミューダ バンクローン ファンド（M）の直近の計算期間（2016年11月1日～2017年10月31日）および当該
計算期間末日現在の情報です。

［ご参考］ピムコ�バミューダ�バンクローン�ファンド（M）

● 組入上位10銘柄

（組入銘柄数 ： 491銘柄） （2017年10月31日現在）

銘柄名 種別 業種名 組入比率

1 ENERGY FUTURE/EFIH DIP TL バンクローン 公益事業 1.56%

2 RESTAURANT BRANDS TL B バンクローン 消費者サービス 1.34%

3 UNIVISION COMMUNICATIONS TL C5 バンクローン メディア 1.28%

4 DELL INTERNATIONAL LLC TL バンクローン テクノロジ ・ ハードウェア ・ 機器 1.27%

5 CHANGE HEALTHCARE HOLDINGS TL B バンクローン 医薬品 ・ バイオテクノロジー 1.26%

6 AVOLON HOLDINGS LTD TL B2 バンクローン リース 1.19%

7 CENTURYLINK INC TL B バンクローン 電気通信サービス 1.16%

8 PRIME SECURITY SERVICES BOR TL B バンクローン 消費者サービス 1.08%

9 DELTA 2 LUX SARL TL B バンクローン 消費者サービス 1.08%

10 SCIENTIFIC GAMES INTERNATL INC TL B4 バンクローン 消費者サービス 1.07%

● 基準価額の推移

（米ドル）

2017/10/312017/7/312017/4/302017/1/312016/11/1

分配金再投資基準価額

11.0

11.2

11.4

11.6

11.8

12.0

00

● 1万口当たりの費用明細

1万口当たりの費用明細に相当する情報がないため、開示でき
ません。

● 資産別配分 ● 国別配分 ● 通貨別配分

バンクローン
90.82%

短期金融資産等
0.06%

米ドル
100.0%

社債
9.13%

00

米国
87.6%

その他
12.4%

（2016年11月1日～2017年10月31日） （2016年11月1日～2017年10月31日）
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